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助成活動名 DV虐待被害者・貧困ひとり親家庭への相談支援と相談員の養成 

助成額     1,500,000 円 

活動内容 

目的 

活動の目的は、DV 虐待被害者の保護とそれに伴う貧困ひとり親家庭の自立支

援である。虐待の連鎖を止めるための心のケアや、男女の問題を早期解決するこ

とで子どもたちが犠牲になることを予防する役割も重要だと考えている。 

当団体の活動の中で、見えてきたことは新しい貧困とも言える心の貧困は、大

人も子どもも未来に希望を失う原因となる現状がある。この現状に対して、DV被

害者の相談支援業務は重要であり、心に寄り添え高いスキルを持った専門家スタ

ッフ、臨機応変に対応出来る事務的なことがこなせるスタッフ、SNS等広報活動

ボランティア可能なスタッフを常時確保し、団体の安定的な運営を図ることが必

要になる。 

また、ニーズが増加する中で既存の相談員や新たな相談員の養成も重要にな

る。相談～自立までを考えた時に複合的な問題が複雑に絡んでいる。その課題解

決のために当団体の協力者として市場恵子先生(岡山理大、広島大等で非常勤講師

を歴任：心理学・人間関係論・家族関係論・ジェンダー論）と新見公立大学健康

科学部教授の鄭丞媛（ジョン・スンウォン）先生らが加わり、既存の相談員のス

キルアップと新たな相談員育成も同時に行う。 

内容 

・カウンセリング相談（2023 年 4月～2024 年 3月 31 日までの間） 

毎日 10時～17 時の電話及び対面カウンセリング 

毎日の電話相談、対面心理カウンセリング各心理療法（セラピー）予約制。1 人

約 1時間以内予定。 

（相談見込み数：1日３人～10人 1 年で 150 人～450 人） 

・相談員のスキルアップ研修 

12 回の研修プログラム（カウンセリングスキル６回、各心理療法（セラピー）2

回、社会保障制度・法律の学び 2回、事例によるスーパーバイズ 2回）（定員１２

人程度）毎月一回１２０分 対面とオンラインにて開催。 

成果 

・毎日の DV 相談件数が事業 1 年で５８５件と過去最高となりました。 
中でも、０～5 歳までの幼い子供さんがいる若い女性の相談が増えました。 
知的障害などの精神障害を伴った女性が昨年より 3 割増しとなって、ＤＶに加
えて多様な相談が増えた。女性相談所や行政との連携が出来たケースも増え



て、充実した相談が行えたことで、利用者を見捨てることなく確実におつなぎ
したりもできた。カウンセリングも無料相談人数を超えるお申込みがあり、ど
なたの大変満足され、自立の一助となりました。 
 
・相談員・ボランティアスキルアップ研修会は、忙しい中にもかかわらず毎回
15 名（行政他団体も含む）の方が参加され、アーカイブも多くの方が視聴され
た。内容に大変満足していただけた。感想やご意見のフォームからもすぐに相
談に活かせます！対応に困っていましたがこれならできます！と参加者から多
くの嬉しいお声をいただきました。特に、他団体とボランティアからは、すぐ
に実践できて団体内で相談員が何度もアーカイブを見てメモを取り、これまで
難しかった利用者にもしっかり対応が出来ていますと嬉しいお声もいただきま
した。新しい法律のことを弁護士からも学ぶことができたことも相談員の知識
が増え、現場で役立っていると喜んでいただきました。 
参加された方からは、研修を続けてほしいお声もたくさんいただきました。 
 

今後の課題と対
応策 

相談のノウハウや知識を共有できたことでＤＶの窓口担当の方に役立っていくと思います
が、一部の行政の担当が時期的に変わったことで毎回参加表明されていたが、来られなく
なり受け継がれなくなったことが残念でした。 
相談などのベースに行っている事業をこれから寄付だけで継続できるのかが課題である。
そこで、相談窓口を最初の入り口をメール・ＳＮＳのみとして、電話でのヒアリングの時
間を減らすために利用者に最初の情報等をしっかり入れてもらう工夫をホームページ上で
構築していく。 
研修会については今後、有料も検討していく。 



写真の提出 

 

 


